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   ge 片仮名で表記用語が多用されていま

す。各用語は，プログラムマネジメン

トでは，一般的でしょうか。一般的で

あれは，以下は，無視してください。 

プログラムマネジメント特有の意味又

は表現の用語もあるかと思われ，規格

の正しい理解のため，必要に応じて，

注記の挿入等を検討してはいかがかで

しょうか。 

一例ですが，以下のような意図です。 

･ステークホルダ(マネジメントでは，

｢利害関係者｣の方が一般的と思われ

る) 

･ポートフォリオ(金融では，一般的で

あるが，プログラムマネジメントで

は，資産等とは直接関係なく，プログ

ラム･プロジェクトを対象とする特有

の意味となっていると思われる) 

これらについて，注記を挿入すること

を検討してもよい。 

 ・プロジェクトマネジメント分野で

一般的な用語としています。 

我が国の諸生産活動の整備の中で用

いられてきた関連用語とのそご（齟

齬）が少なくなるように配慮してお

りますが、規格利用者の理解促進の

ために、必要に応じて、JIS 解説で

は、訳出上の対応を説明していま

す。 

・管理システム規格分野では,“利害

関係者”のほかに“ステークホル

ダ”又は“ステークホルダー”とし

ている JIS も多くあります。本 JIS

案に関連する JIS Q 21500（プロジ

ェクトマネジメントの手引）では

“ステークホルダ”としており、本

JIS 案も同じ用語を用いることとし

ました。 

・“ポートフォリオ”については、

JIS 解説において、プロジェクトマ

ネジメント分野におけるポートフォ

リオについての説明を行っていま

す。 
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GE 「ポートフォリオ」は様々な場面で異

なる意味になり得る用語です。JIS Q 

21500:2018（ISO 21500:2012）の 1．適

用範囲には「プログラム及びプロジェ

クトポートフォリオ」のように使われ

ています。しかし、プロジェクトを前

に付けない表現になっており、解釈の

幅が広がっています。 

この規格における「ポートフォリ

オ」の意味を、注記等で補足説明い

ただけると分かりやすくなると思わ

れます。あるいは、シリーズ規格

（ISO 21504 など）の用語と整合し

ている場合は、規格番号を参照情報

とする事でも利用者の読解の助けに

なると思われます。 

・“ポートフォリオ”については、

JIS 解説において、プロジェクトマ

ネジメント分野におけるポートフォ

リオについての説明を行っていま

す。 
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